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歴
史
を
学
ぶ
た
め
の
博
物
館

　
本
市
で
歴
史
学
習
の
中
心
と
な
っ
て
い

る
田
原
市
博
物
館
は
田
原
城
二
ノ
丸
跡
に

建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
渡
辺
崋
山
や
田
原

藩
に
関
す
る
作
品
・
資
料
が
展
示
収
蔵
さ

れ
、
田
原
の
歴
史
を
紹
介
す
る
シ
ン
ボ
ル

と
な
っ
て
お
り
、
博
物
館
法
に
お
け
る
登

録
博
物
館
で
も
あ
り
ま
す
。
常
設
展
示
室

と
特
別
展
示
室
で
は
、
田
原
藩
家
老
で
幕

末
の
文
人
画
家
で
あ
り
、
蘭
学
も
研
究
し

て
い
た
崋
山
の
展
示
を
行
っ
て
い
る
ほ

か
、
企
画
展
示
室
で
は
、
年
数
回
の
特
別

展
・
企
画
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
田
原
市
博
物
館
、
何

が
元
で
、
い
つ
か
ら
あ
っ
た
か
ご
存
じ
で

す
か
。

　
田
原
市
博
物
館
の
ル
ー
ツ
は
現
在
も
博

物
館
の
敷
地
に（
建
物
と
し
て
）あ
る「
崋

山
文
庫
」
で
す
。
昭
和
９
年
10
月
に
現
在

よ
り
一
段
高
い
二
ノ
丸
櫓
の
位
置
に
建
設

さ
れ
ま
し
た
。
設
計
は
平
成
17
年
に
「
歴

史
探
訪
ク
ラ
ブ
」
で
も
取
り
上
げ
た
永
瀬

狂
三
（
１
８
７
７
～
１
９
５
５
）
で
、
当

時
は
、
崋
山
の
遺
品
や
作
品
を
、
時
期
を

限
定
し
て
展
示
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
場

所
へ
、
昭
和
33
年
に
郷
土
博
物
館
が
建
て

ら
れ
（
現
二
ノ
丸
櫓
と
し
て
公
開
）、
吉

胡
貝
塚
の
資
料
や
崋
山
関
係
資
料
を
常
設

で
展
示
す
る
よ
う
に
な
り
、
昭
和
42
年
に

崋
山
会
館
が
建
設
さ
れ
、
そ
の
建
物
内
に

田
原
博
物
館
（
通
称
崋
山
文
庫
）
と
し
て

移
動
し
ま
す
。
翌
年
に
は
「
崋
山
の
生
涯

と
絵
画
展
」
で
、
２
３
０
余
点
、
昭
和

47
年
に
は
、「
崋
山
百
三
十
年
祭
記
念
遺

墨
展
」
を
東
京
会
場
に
続
い
て
開
催
し
、

２
１
０
余
点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
54
年
に
は
、
現
在
、
博
物
館
の
分

館
に
な
っ
て
い
る
民
俗
資
料
館
が
開
館
し

て
い
ま
す
。
昭
和
63
年
か
ら
の
一
時
期
、

田
原
地
域
文
化
広
場
内
に
移
転
し
、
平
成

５
年
に
現
在
の
博
物
館
の
建
物
が
開
館
し

ま
し
た
。
崋
山
顕
彰
の
歴
史
は
、
田
原
城

三
ノ
丸
跡
に
崋
山
頌
徳
碑
が
建
立
さ
れ
た

明
治
23
年
（
１
８
９
０
）
に
始
ま
り
、
現

在
の
公
益
財
団
法
人
崋
山
会
の
前
身
で

あ
る
崋
山
会
が
設
立
さ
れ
た
明
治
43
年

（
１
９
１
０
）
か
ら
組
織
的
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
現
博
物
館
で
は
崋
山
に
関
す
る
展
示
以

外
に
も
考
古
・
郷
土
の
歴
史
・
美
術
や
、

合
併
後
に
は
自
然
や
漫
画
な
ど
の
新
し
い

文
化
も
テ
ー
マ
と
し
て
特
別
展
・
企
画
展

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
古
い
博
物
館
と
い
え
ば
、
上
野
の
東
京

国
立
博
物
館
で
、
敷
地
内
に
は
明
治
41
年

（
１
９
０
８
）
竣
工
の
表
慶
館
や
昭
和
12

年
竣
工
の
本
館
が
あ
り
、
い
ず
れ
の
建
物

も
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
じ
時
期
に
こ
の
地
域
で
も
文
化
財
へ
の

関
心
が
高
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
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鈴
木
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